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1. 初めに
地蔵講は地蔵尊を｛言仰する人々で作る講社であり、 全国各地で見られ、 地蔵
尊を信仰するという宗教的な役割とともに、 社会的な役割、 つまり、 民衆の慰
安をもたらす役割ももつとされる。［本山、 奥村、 1989、 134]これまでの先行
研究では、 地蔵講の機能について考察するとき、 寺院における地蔵講ではなく、
地域社会における民間伯仰的な地蔵講が取り上げることが多かった。 例えば櫻
井徳太郎は、 一言で地蔵講と呼んでも、 そこには〈民間1言仰化した講〉と〈寺
院で行われている講〉の二種あること指摘しており、 彼自身は前者を研究の対
象として取り上げてきた。「櫻井、 1976、 109]
このように、 地蔵講の中には確かに寺院との関係を一切持たない、 民間信仰
的な性格を持っている講も多いが、 数は少ないものの、 寺院で行われている地
蔵講が存在していることもまた事実である。 そこで本稿では、 地蔵講のうちで
もとりわけ寺院を舞台に行われている地蔵講を取り上げ、 その社会的な役割を
考えることにした。 こうしたことが明らかになることで、 仏教寺院においてみ
られる、 寺院とそこに集まってくる参詣者との闘ぎ合いが明らかになるものと
思われる。
1988年に編集された『ふる里宮城路百八地蔵尊霊場めぐり』からは、 こうし
た寺院において開催されている地蔵講が、 仙台市内におき27ヶ所あることが確
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認される。 そこでこれらの現在を調べてみると、 3ヶ寺、 つまり、同慶寺、 全
玖院、 玄光庵では、地蔵講が今も行われており、 また以前地蔵講が行われてい
た光禅寺では、地蔵講が姿を変えて「地蔵を彫る会」が行われている。
これらの寺院で行われている地蔵講においては、 住職は少なくとも経典およ
び法話をおこなっているが、 こうした仏教教義に根差す話は、それを聴く地蔵
講参加者はもちろん、そもそもの地蔵講のあり方と性格にも影響を与えている
と考えられる。 そこで筆者は、それぞれの地蔵講に参加して被参与観察を行い、
また地蔵講の歴史、経典の選択と法話の内容も踏まえた上で、 住職と講貝へ聞
き取りも行った。調査は2014年7月に開始し、 現在も続行しているが、それら
のうち2015年末までに得られた成果の中から、その現状を報告したい。
2 先行研究に見られる講の役割
櫻井徳太郎は講を「宗教上もしくは経済上その他の目的を達成するために、
志を同じくする人々の間で組織された社会集団の一種」と説明する。［櫻井、
1976、98] また、櫻井は講のもっとも大事な役割として、社交とそれからく
る慰安［櫻井、1976、98]であるとし、 寺院における講の場合、 寺院との緊密
な関係を補強することであると述べている。「櫻井、1976、109]
さらに、櫻井は近世長崎の学者西川如見の著『町人嚢』に「近世の講は酒を
呑、 世のとり沙汰さまざまにて、 誠をたつるのたすけある事はなくて、 結旬口
論放逸の媒となるべき事多し」とあるのを引用して、近世になると、講は宴食
や行楽を主とする形に堕落してきたことはその通りであるが、「近世の民衆が
強固な幕藩体制のレジ ー ムから逃れることのできた唯一の機会が、 まつりとか
講であったことを思うとき、 彼らの放逸はそれほど責められるべき筋合ではな
かったと考えられる」 と述べている ［櫻井： 1988、 5]。そこからみると、
講は交流の場を提供する機会に過ぎないとしても、 人間関係を強め、 慰安を与
えることで、 庶民の生活において大きな役割を果たしている。それ故、 宗教的
な講に限ってみたとしても、社会的な機能は看過できないものであるという。
［櫻井： 1988、586]
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また、 和歌森太郎は講、 法会などの仏教行事の性質ばl鐵悔の要素を契機とし
て、 施しを拡めることであると述べ、 一方、 現代の地蔵講・観音講を 「飲み食
いのための寄合い」と称する。［和歌森： 2007、 227-235]この地蔵講・観音講
と仏教行事である講の対立は、 既に述べた櫻井の「民間信仰化した仏教的な講」
「櫻井、1976、109] という見方と同様である。
櫻井の師ともなる柳田國男は、 講を「宗教上の日的を達成するために、 信仰
を同じくするものが寄り合って結成している信仰集団」として、 寺院における
講の機能が宗派の教団を拡張して、 檀徒の宗教的関心を強く自宗に導くことで
あると述べる。 また次に代参講について述べ、「定期的に当番の宿に集まって
飲食をともにし、 個人の信仰心を満足するとともにまたお互いの親睦を深めて
いる」としている［柳田：1951、189-190]。 つまり、 柳田は講員にとって、 講
は「信仰心を満足する」と 「お互いの関係を深める」の二つの役割を果たして
いるとして、 寺院にとっては「宗教的関心を強める」という役割のみに注目し
ている。 櫻井も、 講員の立場から見れば、 講は慰安および社交を提供する場で
あるが、 寺院の立場からみると、 仏法、 あるいは自分の宗派の教えを説き、 檀
徒を導く場であるとしている。「櫻井、1976、109]以上より見ると、 櫻井も、
柳田も、 寺院の住職から見た社交という講の役割に触れていないことが明らか
になる。
真鍋広済は『今昔物語」、『地蔵霊験記』、『宝物集』、『三国伝記」、『濫腸抄』
を通じて、 地蔵講が円了房のように単に合掌瞑目して地蔵尊の宝号を称えるだ
けのものもあったが、 一般には『地蔵講式」 を読誦して、 供物や斎料の経費が
加入した講員によって負担せられたもののようであったと述べている。［真鍋、
1963、 194] また、 山東京博の『醒睡笑』 の「大師講地蔵講にもよばれねば月
に二度物思ふかな」と『我春集』の 「婆ァさんも浮かいて踊りし地蔵講、 短夜
の袴をぬらす地蔵講」を引用して、 江戸時代の地蔵講はリクリエ ー ションの機
能も持っていたと述べている。 また、『珍術嬰栗散國』(1775)の「ぐはんほど
きのお膿参り、 地蔵かうのかけだめ、 本堂ほうがのきしんのなんのと」を取り
上げ、 地蔵講が掛け金をする講、 金融機関まで進展していったことも指摘する。
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［真鍋、 1960、 40-41]
以上、 主な先行研究をまとめてみると、 仏教寺院における講の役割は仏教の
教えを広げることであり、 講員を仏道に導くこととされている。 これに対して、
寺院外で行われる地蔵講は、「民間信仰化した講」「リクリエ ー ションのための
講」と評され、 講員にとって、 慰安社交および人間関係を強める目的を持つと
される。 しかし地蔵講の中には、 寺院の主要な年中行事となっているケ ー スも
それ程珍しくなく散見される。 従来、 こうした事例は看過されることが多かっ
たため、 ここでは改めて、 そうした講の実態の中から、 僧侶が講員を仏道に導
く場として、 布教活動がいかになされ、 それに対して講員がどのように対応し
ているか、 見ていこう。
2. 1. 同慶寺の地蔵講 一田舎の寺院における地蔵講一
まず、 四ヶ所のうち同慶寺の地蔵講について取り上げる。
同慶寺は1587年に長福寺の名で郷六村葛岡城北で開山された。 すぐに上愛子
に移転し、 1717年に同慶寺に改称される。江戸時代の本堂は1873年に火災で焼
， 失、 その後再建され、 2000年に新築された。［宮城町誌、 1967 : 585]現在の住
所は仙台市青葉区上愛子字芋郷61である。 本尊は延命地蔵尊で、 境内には周辺
から深い信仰を集めている「夜泣き地蔵」と「愛子地蔵」 1が祀られている。現
在の同慶寺の看板には、「地蔵尊の寺」と書かれている。
地蔵講は年2回、 4月4日と11月4日に行われている。 以前は地蔵菩薩の縁
日、 3月24日と10月24日に行われていたが、 春彼岸と分けるために、 24日から
4月4日に変更された。 参加者は60-70人で、 多くは檀家で、 近所の人も時々
参加する。 主に高齢者が参加し、 女性と男性両方が参加する。 新しい人が来る
場合、それは一般に檀家の招待で来た人である2。 そのため、 案内板にはお知ら
せが必ず掛かれているが、 住職によれば、 それ以上の詳細なお知らせはあまり
1 愛子は地域の名前で、 子供と一切関係なく、 愛子を守る地蔵尊として祀られている（住職
への聞き取り）
2 住職と参加者への聞き取り
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必要ではないとされている。
儀礼は本堂で行われている。 儀礼の始まりに全員で『般若心経』を読み、 上
香・普同三拝をし、 後は一般に『修証義』の一章を読むが（住職によって選択
された章である）、 毎回ではないが『延命地蔵菩薩経』の読誦が行われる時も
ある。 住職によると、 経典の選択の理由は『般若心経」と『修証義』が地蔵菩
薩の経典よりも人に馴染みがあり、 読みやすいという。 一緒に読んで、 親しみ
を感じられる経典を選択するので、 いつもどこの寺院でも読まれている経典の
ほうがふさわしいと言う。 読経の後には住職が『寿量品』、『地蔵真言』と『陀
羅尼』を唱え、 法話を行う。 法話の内容は地蔵菩薩というより、 仏教の教え、
日本及び枇界の社会間題や、 檀家や近所の生活上に起こったこと、 例えば、 近
所で亡くなった方の話、 つまり、 様々な一年の出来事が出てくる。 住職の説明
では、 地蔵講の参加者と仏教の教えや人生の問題について話し合いたいのだと
言う。 春季の地蔵講は秋季の地蔵講と比較すると、 講員が多く、 賑々しい雰囲
気で行われている。 儀礼は同じだが、『修証義』の後、「誕生会」のために、 小
さな釈迦の像に甘茶をかける。 儀礼の後、 同慶寺の地蔵講の参加者（男性、 70
代）は「この（同慶寺の本尊）地蔵様はどんな願いも聞いてくれるよ。 だから
今日お地蔵様の像に水をかけたんだ」と述べた。 同慶寺の地蔵講の儀礼からわ
かるように、 小さな像は地蔵尊ではなく、 誕生仏であり、 水ではなく甘茶が与
えられる。 儀礼の後は地蔵構の全員は住職と一緒に飲食して、 自由に会話をす
る。
地蔵講の後で希望がある人は境内にある「夜泣き地蔵」や「愛子地蔵」にも
参詣するが、 境内では儀礼は行われていない。
同慶寺の地蔵講は寺の一番大事な年中行事と位置づけられており、 一年中で
も数多くの人の集まる檀倍徒の集まりでもある。11月の地蔵講は間もなく訪れ
る年末年始の年の入れ替わりを意識した性格を持っている。 これに対して4月
の集まりは「地蔵講」称されてはいるものの、 実際には「誕生会」として行わ
れている。 また、 同慶寺で行われている地蔵講は、 その時間的流れからすると
「儀礼」と「共食」の二つの部分から構成されている。「儀礼」の部では、『地
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蔵真言』は唱えられるものの、 いわゆる地蔵経典の読誦は行われておらず、 通
常の禅宗の儀礼のときに読まれている経典が使用されている。 また、 住職は法
話の際にも地蔵菩薩にあまり触れない。 一方法話よりも、 もっと自由で、 賑々
しい雰囲気を持つ「共食」のときにも、 住職は「仏教の生き方」、「寺院との縁」
などについてよく話している。 こうした点から考えると、 同慶寺の「地蔵講」
は、 「地蔵」の名を名乗ってはいるが、 仏教的な観点から地蔵に対する信心を
深めると言うよりは、 こうした「儀礼」を通じ、 さらに「共食」することを通
じて、 住職と檀信徒とが交流する機会を取りもつことであり、 こうした機会を
通じて仏教全般の理解を深めてもらう啓蒙活動的役割を果たしているものと考
えられる。
2. 2. 全玖院の地蔵講 ―女人講一
全玖院は1610年に北山輪王寺11世亀隠贋鶴和尚によって長町広瀬橋に創建さ
れ、 1659年に現在地、 宮城県仙台市青菓区通町1-2-5に移転した。 本尊は
釈迦如来で、 境内には地蔵堂があり、 中に延命地蔵尊が祀られている。 この地
蔵尊は廃寺になった東九番町の高福寺の本尊であったといわれ、 粒あずきのお
ハギを供えると、 疱癒が治る利益があるとされた。［日本歴史地名大系宮城県
の地名： 1987 ; =ふる里宮城路＝百八地蔵尊霊場めぐり： 1989] 
同慶寺と違い、 全玖院の地蔵講は侮月行われている。 地蔵堂に祀られている
延命地蔵尊の縁日は毎月24日である。 なお9月24日、 秋彼岸のときには地蔵講
は行われていない。
参加者は毎回10人前後が集まっており、 地蔵講はもう50年以上続いている。
参加者はみんな高齢者で、 女性である。 ほぼ全員が授戒している。 新しい人は、
他の地蔵講の参加者に誘われてくる。 参加者は近所に住んでいる人や以前に住
んでいた人で、 お寺と住職の家族との関わりが深い人であり、 地蔵講の月日と
時間をわかっている。 そのため、 住職によると、 地蔵講のお知らせは必要では
ないという。
儀礼は本堂で始まる。 参加者はまず『三帰礼文』を読み、 後は『般若心経』
-88-
を読み、 上香・普同三拝をする。 後は『修証儀』の一章を読む。 筆者が参加し
たときに、 第五章（行持報恩）が読まれたが、 次回はまた第一章から始めると
いうものである。 最後には「四弘誓願」を読み、 地蔵堂に移動する。 地蔵堂の
中で『地蔵真言』を唱え、 上香をする。 後はお茶会のとき、 住職が法話を行う。
法話の内容は地蔵菩薩と関係がなく、 今月の『禅の友」に出た記事などである。
住職が説明したとおり、 地蔵菩薩を信じることより、 仏教の教えを理解するこ
とが大事だからである。 共食には住職だけでなく、 住職の母親と妻も参加して
おり、 話のテ ー マは仏教に限らず、 料理および孫の成長にも及んで行く。 興味
深いところは、 伝統的に粒あんのおはぎが延命地蔵尊の好きな供物とされたが、
最近では季節のお菓子を供えるようになっている。 お茶会のときに出されてい
るお菓子は今月の祭日（例えば、 10月はハロウィン）をテ ー マとし、 延命地蔵
尊にも同じような供物が供えられている。
全玖院の地蔵講は同慶寺の地蔵講と比較して人数が少ないため、 もっと穏や
かで、 インフォ ー マルな雰囲気で行われている。 参加者は女性のみで、 お茶会
のときは、 住職より住職の付親が主役になっている。 同慶寺と同じく、 ここで
も「儀礼」と「共食」（この場合、 お茶会）の二つの部分が見られ、「儀礼」で
は、『般若心経』と『修証儀』が読まれているが、 実は地蔵菩薩の経は読まれ
ていない。 また、 法話の内容は『禅の友』に基づいており、 仏教全体の教えに
触れている。
全玖院の場合、 人数が少なく、 地蔵講は檀倍徒と寺院の関係を強めることは
できないが、 ここでも、 地蔵侶仰自体の普及のためというよりは、 住職が参加
者との交流の時間を通じて仏教の教えを説く機会としている。
2. 3. 玄光庵の地蔵講 一梅花講の活動一
以前は天台宗の寺院であった玄光庵は、 1523年に仙台市新寺・竜泉院の末寺
として竜泉院2世明屋梵察大和尚によって復興された。1600年に伊達政宗公の
仙台城造営に当たり青葉山から現在地、 宮城県仙台市青葉区通町1丁目3 -16 
に移転され、 曹洞宗寺院として独立するに至った。［日本歴史地名大系宮城県
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の地名： 1987]本尊は釈迦牟尼仏である。 境内には江戸初期の六地蔵尊ともう
一体の地蔵尊3が祀られている。
地蔵講は年一 回、 9月18Bに行われている。 地蔵講の参加者は約10人で、 み
んな梅花講のメンバ ーである。 講員は地蔵講の日時を知っているため、 全玖院
と同じように、 お知らせは出されていない。
儀礼は普段境内に祀られている六地蔵の前で行われているが、 天気が悪いと
きには本堂で行われる。 参加者は三宝御和讃を読み、 後は『地蔵菩薩御和讃』
（一章と三章だけ、 つまり、 「父をば慕い母を恋い切なき声を尋ねゆく幼き児
らをひきよせてつつむ法衣の慈悲の袖」を抜ける）と『地蔵菩薩御詠歌』（慈念）
を唱え、 七下鐘導師入堂のとき聖号の「南無地蔵大菩薩」を唱える。 後は上香・
普同三拝をし、 『般若心経』・『消災児』(3遍） を読み、 最後には『地蔵歎偶』
を読む。 儀礼の後に住職が地蔵菩薩の慈悲について一言言い、 梅花講に関する
お知らせなどを報告する。 社交の時間は特に含まれていない。 参加者は花を持
参して、 儀礼の前や後に六地蔵と「水子地蔵」に供える。
同慶寺や全玖院と違い、 玄光庵の地蔵講の儀礼では、『地蔵菩薩御和讃』、『地
蔵菩薩御詠歌』 も『般若心経』・『消災冗』 とともに使用されている。 また、 儀
礼の後、 共食は行われていない。 住職は儀礼の後、 少しだけ地蔵について話し、
テ ー マを変えて、 梅花講の活動に触れる。 その点から見ると、 玄光庵の場合、
地蔵講は梅花講として行われている活動であり、 住職と講貝の関係作りに関し、
同慶寺や全玖院ほど力点はおかれていない点が特徴的である。
2. 4. 光禅寺の「千鉢地蔵を彫る会」 一講から発展した新しい活動ー
最後に光禅寺の事例、「地蔵を彫る会」についてみていく。
光禅寺は858年2月27日に本明院豊川閣と号し、 慈覚大師によって開基され
た。 大師が東北地方教化の折、 青葉山に錫を駐め自ら千鉢の地蔵尊を造った。
1601年に伊達政宗は築城にあたり、 千林佛に困んで城名地名を千代、 更に仙台
3 この地蔵尊は水子地蔵に似ているが、 住職によると、「水子地蔵ではなく、 延命地蔵尊で
ある」しかし、 地蔵講の講員は参詣するとき、「水子地蔵にもお線香をあげよう」と述べた。
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に改めた。 本尊の延命地蔵菩薩を光禅寺に合せ安じ、 仙台城の鬼門鎮護とした。
光禅寺の本堂は何回も焼失してから再建されていて、 平成24年3月11日に東日
本大震災で被災して、 寺院の全ての建物は再建された。
光禅寺の地蔵講は戦後に始まって、 同慶寺と全玖院の地蔵講と同じような形、
つまり、 お経・法話・共食で師月24日に行われていた。 但し、 2000年代になる
と、 参加者の数が減って、 毎月ではなく、 一年一回二回しか行われていなかっ
た。 2012年に本堂の改築を契機に、 一般の部屋でできる活動に変更する必要が
あり、 本尊の由来に基づく「千鉢地蔵を彫る会」に変更された。
光禅寺の平成27年7月分の便りにおいて、 本尊は次のように紹介されている。
延命地蔵大菩薩
1150年程前、 現在の青葉城址に慈覚大師円仁様が千鉢のお地蔵様をお祀りし、
「仙台」の名前の由来になったと伝わります。 お地蔵様は大地がすべての命・
宝を蔵し、 育むように、 すべてを包みこみ、 救い、 導いてくださいます。
「千鉢地蔵を彫る会」の目的は、 本尊の延命地蔵大菩薩と一緒に祀られる小
さな千鉢地蔵を作成することである。 住職によると、 このアイデイアは仏像作
りが一つの修行であり、 お寺において仏像を作ることは興味をもたらすという
考えから生まれた4。 その活動は、2012年3月24日から地蔵講の代わりに新しい
活動として始まった。 元の地蔵講の講員の何人かは「千鉢地蔵を彫る会」にも
参加するようになったが、 木彫りは苦手で、 仏像彫りに興味を持っていないと
いう理由でやめた人も多かった。 現在、 毎月参加者は10人前後で、女性が多い
が、男性も少なからず参加している。 檀家も参加しているが、 前に寺院との関
わりを持っていなかった人も多く参加している。『シルバ ー ネット』のシニア
世代向けのフリ ー ペ ー パ ー に「千鉢地蔵を彫る会」についての記事が載せられ
た後、 約30人が訪ねてきて、 その一部は継続して参加するようになった。 師回
4 2014年10月29日のインタ ー ビュ ー により
-91-
参加する人より、 一回二回参加する人が多い。 活動の案内は『光禅寺便り』、
寺院の案内板に載せられている。
この会は通常、 ご本尊の千鉢地蔵尊の縁日である毎月24日に行われるが、 都
合により、 20日や23日に変更することもあり、 24日に拘っているわけではない。
活動は本堂の二階で行われる。 参加者の中でも希望者は、 会の活動の前に本堂
に参詣するが、 参詣は必ずしも求められていることではない。 地蔵を彫るのに
は2時間ぐらい(13: 00から15: 00まで）かかる。 彫り始めると、 先生と地蔵
彫りに経験のある参加者は、 折に触れて初心者の指導をする。
この会では、 活動の前後に住職による法話は、 特になされていない。 とはい
え法話の代わりに、 住職と参加者は自由な会話を楽しみながら参加している。
会話に出てくる話題は決まっていないが、 多くは「仏教の教え」および「人と
しての正しい生き方」についてのものである。 住職はたまに会話を導いている
が、 参加者も自分が関心を持っているテ ー マについて話すことが多い。 彫り
終った後は一緒にお茶会をする。 お茶会の時には、 参加者による講演会がある
場合もある。 例えば、 2015年11月24日の時には、 参加者の一人が、 自分が行っ
てきたチベット旅行について話をした。 こうした和気あいあいとした中で出来
上がった地蔵尊は、 ご本尊の左右に並べられるが、 家に持って帰る人もいる。
住職は「千林地蔵を彫る会」の特徴について、 参加者の多くが自分の手で仏
像を彫って、 仏との関わりをもっと深く感じるようになり、 仏教•お寺との「い
い縁ができました」と述べてくれると述べる。「この活動に参加して、 お寺を
身近に感じるようになるかな」といった期待も持っているようである。 また一
般の人だけでなく、 宗派が違う寺院（曹洞宗、 浄土宗）からの僧侶の参加が見
られるようになってきたことから、「仏教が一つだということがわかるように
なった」と言う心
また、 2015年10月24日から「千林地蔵を彫る会」の前に、 写経が行われるよ
うになり、 参加者が寺院で過ごす時間は10時から16時までに延びることとなっ
5 2015年11月24日のインタ ー ビュ ー より
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た。
地蔵講が「千鉢地蔵を彫る会」へと姿を変えることとなったきっかけは、本
堂の改築であった。その頃の地蔵講は一年に一、二回行われていたが、講員の
数の減少が悩みであった。そうした事態を打破するために考え出されたのが、
新しい活動の誕生の理由ではないかと考えられる。光禅寺の「千鉢地蔵を彫る
会」では、地蔵講で行われていた読経と参拝は、地蔵像を彫ることに代替され
ている。地蔵彫りは『地蔵菩薩本願経』6や『今昔物語集」7などで登場する修行
であり、光禅寺の住職によるなら、以前の地蔵講と較べて「仏教との接触がさ
らに深められた」8という。また光禅寺の場合、住職は法話をしないで、地蔵彫
りをしながらの参加者との会話で、仏教に関することを話題にしてその代替と
している。 参加者の印象からも、「千林地蔵を彫る会」は明るくて楽しい側面
からお寺や仏教と触れる機会になっているという声も聞こえてくる。
3地蔵講にみる「仏教との接触」
以上見てきた仙台市の寺院における地蔵講の役割をまとめてみると、次の点
が挙げられる。
四ヶ所の住職は、いずれも信者が地蔵尊に対して栽しみを感じていると言っ
ている。しかし、地蔵の縁日は24日であるが、実際の開催日は縁日より住職と
参加者の都合により決められることの方が多いようである。また、地蔵講で行
われている儀礼からも明らかなように、儀礼のときに読まれている経典は地蔵
の経典ではなく、もっと一 般的な『修証儀』（曹洞宗の場合）や 『般若心経』
であることが多い。 同慶寺の住職は、こうした経典の選択の理由を次のように
説明している。「『般若心経』と『修証義」が地蔵菩薩の経典よりもっと人に馴
染みがあり、 読みやすいからである。 一緒に読んで、 親しみを感じられる経典
6 例えば、「此の菩薩の威神誓願。 不可思議なり。 若し未来世に。 善男子善女人有りて。 是
の菩薩の名字を聞きて。 或は讃歎し。 或は膳禍し。 或は稲名し。 或は供養し。 乃至形像を。
彩覺し。 刻鍍し。 朔漆せん是の人。 嘗に百返三十三天に生ずることを得て。 永く悪道に堕ち
下るべし。」［畑田慧順、 1926、 切利天宮神通品第一］
7 『今昔物語集』における地蔵信仰については、 詳しく［片寄正義、 1974:432-462]を参考。
8 2015年11月24日のインタ ー ビュ ー より
-93-
を選択するので、 いつもどこの寺院でも読まれている経典のほうがふさわし
い。」， 唱えやすい『地蔵真言』はよく使用されているが、『地蔵和讃」は梅花
講だけが参加する玄光庵の地蔵講に使用されており、 参加者によると、 歌われ
ているものは参加者によって決められている叫玄光庵の地蔵講の場合でも、
『地蔵和讃』は略された形で使用されている。
また同慶寺では、 たまに『延命地蔵菩薩経』も使用されているが、 住職の話
からみると、『般若心経』と『修証義』のような「親しみ」「馴染み」がないと
考えられている。 しかし、 同慶寺の場合、11月4日の地蔵講は一年の振り返り
のようなもので、 4月4日の地蔵講のとき、 花祭りに関する儀礼も行われてい
て、 同慶寺の地蔵講は「地蔵を祀る会」だけではなく、 一年間でもっとも大き
な侶徒・檀家の集まりでもある。
また、 二つの所、全玖院と同慶寺に住職の法話の内容は地蔵ではなく、 もっ
と広い意味の「仏教」全般である。 同慶寺の住職は、 地蔵講の参加者と仏教の
教えや人生の問題について話したいと言い、全玖院の住職は地蔵尊を信じるこ
とにより、 仏教の教えを理解して、 正しく生きることが大事だからであると述
べた。
表から明らかなように、 4ヶ所の内3ヶ所には共同飲食がある。 多くの研究
者は、 講の流れにおいて、 共同飲食が大きな役割を果たしていることを論じて
いる。例えば、 櫻井は能登半島の地方における報恩講の例を取り上げ、「おとき」
という講中共食を講のもっとも大事な一部分としている。［櫻井、1988 、214-
219]また、 地域社会の地蔵講の共同飲食については、 高松敬吉の青森県の地
蔵講におけるダンゴ交換習俗の調査［高松：1992 、19-39]および楠正弘の『庶
民信仰の戦界』［楠：1984 、183-199]に詳しく述べられており、 前者は共同体
の地縁の結びつきを目的としていると考えられ、 後者は講員の憩いの集まりで
あるとされている。 しかし、 寺院の場合、 その共同飲食には講貝だけでなく、
住職も必ず参加する。飲食のときには、 参加者と住職は主に宗教と関係がない
9 2014年11月4日のインタ ー ビュ ー より
10 2014年9月18日のインタ ー ビュ ー より
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話をしているが、 地蔵講に参加する人は多く寺の檀家や寺との関わりを持って
いる人であり、 地蔵講は住職と檀家が自由に交流できるところであると考えら
れる。 梅花講、 住職と東堂だけが参加する玄光庵の地蔵講にはこの社交的な側
面は一番薄かった。 多くの場合、 寺院は地蔵講を広く案内するより、 いつも来
ている人だけに知らせて、 知らせを出さない場合すらある。 つまり、 多くの参
加者を集めるより、 静かで、 穏やかな雰囲気を目指しているのであろう。
光禅寺の住職は地蔵講が「千身本地蔵を彫る会」になって、 参加者の仏教およ
び寺との関わりはもっと深くなったと述べている。 そして、 他の寺院の地蔵講
における経典・儀礼の選択、 法話の内容、 住職の地蔵講に対しての希望から見
ると、 四ヶ所の寺院の住職は地蔵講を地蔵を信仰するきっかけだけでなく、 落
ち着いた雰囲気の中で一般的な仏教の教えを説く場として用いていると考えら
れる。
要するに、 3つの事例、 つまり、 同慶寺、 全玖院と光禅寺には、 住職は地蔵
講を檀信徒と触れる機会として、 あるいは、 仏教を説く場として活用している
と考えられる。 しかし玄光庵の場合、 地蔵講は一言で言えば梅花講の活動であ
り、 講員と住職は他の3つの事例と違い、 梅花講の練習が中心である。 それで、
地蔵講を交流の場として活用する必要はない。 また、 光禅寺の事例からよく見
られるように、 地蔵講の一番大事な部分は交流である。 住職は儀礼および法話
を捨てて、 自由な会話の時間を延ばして、 逆に「寺院との接触」・「仏教との接
触」は深くなったと感じられるようになったと述べて、 地蔵講の変容を積極的
に評価する。
先行研究に見たように、 地蔵講のもっとも大事な役割は社交である。 寺院に
行われる地蔵講の場合、 それは講員にも、 住職にも大事であるが、 講員が社交
を通じて慰安が与えられるとしたら、 住職は主に檀信徒との関わりを深めて、
仏法を説くことをH的にする。 このように、 社交は住職にとっても地蔵講の欠
かせない要素なのである。
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4. 終わりに
以上、 寺院における地蔵講をみてきた。 事例として仙台市内の3ヶ所の地蔵
講と光禅寺の「千鉢地蔵を彫る会」を取り上げ、 その経典の選択、 法話の内容、
儀礼の後で行われている共同飲食を通じて、 寺院・住職から見ての機能を考察
してきた。
まず、 櫻井、 和歌森、 柳田、 真鍋も指摘しているように、 地蔵講の大事な役
割は社交である。 しかし、 講員はその社交から主に慰安を得ているが、 住職は
地蔵講を落ち着いた雰囲気の中で一般的な仏教の教えを説く場、 および、 もっ
と広い意味で、「仏教との接触の場」としてみている。 このことは同慶寺と全
玖院の例でも見られるが、 一番著しい例は光禅寺の例である。 光禅寺の場合、
住職が地蔵講のあり方を大きく変容させており、 現在の「千鉢地蔵を彫る会」
はほほ一 日、 僧侶 11と信徒の交流の場になっている。 玄光庵の場合、 その社交
の側面は希薄化したものとなっており、 それは地蔵講は梅花講の活動の一つで
あり、 講員は講の場ではなく、 梅花講の練習その他の機会などに住職と交流が
できているためであると考えられる。
また、 四ヶ所の住職は地蔵講の講員の数を増やすことよりも、 穏やかな雰囲
気を保持したいと述べている。 本稿で取り上げられた寺院の地蔵講の講員は主
に檀家であり、 一部に檀家ではない人もいて、 10年ぐらい地蔵講に参加し、 寺
院との密接な関係を持ってきている。 光禅寺の「千鉢地蔵を彫る会」において
も、 参加者の多くは何回も継続して参加してきており、 地蔵講以外の活動にも
参加している。
地蔵講の参加者は主に女性であるが、 ニヶ所（同慶寺と光禅寺）では、 男性
も参加しており、 一般的に高齢者である。 全玖院の住職の母親(80代）による
と、 参加者はもう50年ぐらい地蔵講に参加し、 寺院から遠くに住んでいる人も
何人か混じっている12。 同じ地蔵講の元の参加者は「みんなと一緒にお祈りを
して、 一緒に御茶を飲んで、 おしゃべりして、 楽しかったですよ。 今、 毎月参
11 光禅寺の住職だけでなく、 他の寺院の住職も参加している
12 2014年10月24日のインタ ー ビュ ー より
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加できないですが、みんなと会うため、 今日（例大祭の日）ここに来ました」
13
と述べた。 また、 同慶寺の地蔵講の参加者（男性、 60代）によると、 以前寺院
の周辺に住んでいて、 現在引越しした人も参加しているため、 地蔵講は一年に
一回や二回ぐらい故郷へ帰る機会でもあると言う凡つまり、 4ヶ所の内、3ヶ
所の地蔵講は長年の知り合いが出会える場所でもある。 光禅寺においても参加
者は主に高齢者であるが、 新しい人間関係を作り、 家族以外の人との交流の可
能性が得られる場になっていると考えられる。 これまで述べてきたように、 地
蔵講は講員にとって社交の場としての機能を見て取ることができるが、 講員は
地蔵講を仏教との接触の場としてもみているのかどうかという問が浮かんでい
く。 これに答えるためには、 さらに調壺が必要である。 特に、 光禅寺の「千林
地蔵を彫る会」の参加者の仏教と寺院に対する意見の変容は興味深い。 筆者は
これから光禅寺の事例に集中して、 アンケ ー ト調査とインタビュ ー を行って、
参加者の見方を調べる予定である。
参考文献：
石川純一郎『地蔵の枇界』、 時事通信社、 1995
大島建彦編『民間地蔵信仰J、 北辰堂、 1992
太田久紀『お地蔵さんのお経。 地蔵菩薩本願経講和』、 中山書房仏書林、 2005
片寄正義、『今昔物語集論』藝林舎、 1974
楠正弘『庶民信仰の但界』未来社、 1984
桜井徳太郎『講集団の研究』、 吉川弘文館、 1988
桜井徳太郎「講」桜井徳太郎編『日本民族学講座3 : 信仰伝承』、 朝倉書店、
1976 
鈴木岩弓「宗教的職能者と民俗信仰」、 宮本袈裟雄、 谷口貢編著『日本の民族
信仰』、 八千代出版、 2009
大法輪閣選書『地蔵さま入門』、 大法輪閣：増補新装版、 2000
13 2015年5月24日のインタ ー ビュ ー により
14 2015年4月4 日のインタ ー ビュ ー により
-97-
高松敬吉「地蔵講におけるダンゴ交換の習俗」、 大島建彦編『民間地蔵信仰』、
北辰堂、1992
田中久夫『地蔵信仰と民俗』、 岩田書院；新装版、1995
『日本歴史地名大系宮城県の地名』、 平凡社、1987
畑田慧順編『地蔵菩薩本願経：和文』、 皇恩会事務所［ほか］、1926、（近代デ
ジタルライブラリ ー 、 http://kindai.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/922972) 
速水侑『地蔵信仰』、 塙書房、1975
『＝ふる里宮城路＝百八地蔵尊霊場めぐり』、 佛教文化復興会、1989
真鍋広済『地蔵菩薩の研究」、 三密堂書店、1960
真鍋広済『地蔵尊の世界』、 青山書院、1963
宮城町誌編纂委員会『宮城町誌』、 宮城町、1967
本山桂川、 奥村寛純『新編日本地蔵辞典』、 村田書店、1989
柳田國男『民俗学辞典』、 東京堂、1951
柳田圃男『定本柳田國男集』、 第二十七巻、 筑摩書房、1963-64
和歌森太郎『歴史研究と民俗学』、 弘文堂、1969
和歌森太郎『神と仏の間』、 講談社、 2007
-98-
表
1
四
事
例
の
地
蔵
講
の
様
子
寺
院
の
情
報
地
蔵
講
の
期
間
参
加
者
お
知
ら
せ
儀
礼
の
使
用
さ
れ
て
い
る
経
典
等
法
話
の
内
容
儀
；礼
の
後
対
象
場
所
南
森
山
同
慶
寺
本
尊
4
月
4
8
と
約
60
-
70
人
。
多
く
は
檀
家
寺
院
の
案
内
本
堂
1)
「般
若
心
経
」
仏
教
の
教
え
、
日
参
加
者
全
員
と
住
曹
洞
宗
11
月
4
日
。
で
、
近
所
の
人
も
時
々
参
加
板
2)
「修
証
義
」
本
及
び
世
界
の
問
職
が
一
緒
に
食
事
仙
台
市
青
葉
区
上
（
以
前
は
3
す
る
。
3
)
「延
命
地
蔵
菩
薩
経
」
題
と
檀
家
や
近
所
を
す
る
愛
子
字
芋
郷
61
月
24
日
と
10
主
に
高
齢
者
が
参
加
し
、
女
（
た
ま
に
）
の
生
活
上
に
起
本
尊
．
延
命
地
蔵
尊
月
24
日
）
性
と
男
性
両
方
が
参
加
す
4
)
「寿
量
品
」
こ
っ
た
こ
と
る
。
5
)
「地
蔵
真
言
」
6)
「
陀
羅
尼
」
龍
川
山
全
玖
院
境
内
の
地
毎
月
24
日
約
10
人
。
檀
家
、
近
所
に
住
な
い
本
堂
と
地
蔵
1)
「三
帰
礼
文
」
今
月
の
『禅
の
友
』
参
加
者
全
員
、
住
曹
洞
宗
蔵
堂
に
祀
ん
で
い
る
人
（
或
は
以
前
に
堂
2)
「般
若
心
経
」
に
出
た
記
事
な
ど
職
、
住
職
の
家
族
仙
台
市
青
葉
区
通
ら
れ
て
い
住
ん
で
い
た
人
）ほ
ぼ
全
員
3
)
「修
証
儀
」
が
一
緒
に
お
茶
会
9ー 9| 
町
1
-
2 -
5
 
る
延
命
地
は
授
戒
を
受
け
て
い
る
。
4
)
「四
弘
誓
願
」
を
す
る
本
尊
．
釈
迦
如
来
蔵
尊
高
齢
者
で
、
女
性
だ
け
で
あ
5
)
「地
蔵
真
言
」
る
。
幸
福
山
玄
光
庵
境
内
に
祀
一
年
一
回
、
約
10
人
。
全
員
は
梅
花
講
の
な
い
境
内
（
天
気
1)
「三
宝
御
和
讃
」
地
蔵
菩
薩
の
説
明
、
曹
洞
宗
ら
れ
て
い
9
月
18
日
の
メ
ン
バ
ー
が
悪
い
と
き
2)
「地
蔵
菩
薩
御
和
讃
」
梅
花
講
に
関
す
る
仙
台
市
青
菓
区
通
る
六
地
蔵
み
高
齢
者
、女
性
だ
け
で
あ
る
。
に
本
堂
）
（
一
章
と
三
章
だ
け
）
お
知
ら
せ
な
ど
町
1-
3
 -
16
 
尊
と
水
子
3
)
「地
蔵
菩
薩
御
詠歌
（
慈
念
）」
本
尊
：
釈
迦
牟
尼
佛
地
蔵
尊
4
)
「南
無
地
蔵
大
菩
薩
」
5
)
「般
若
心
経
」
6)
「消
災
冗
」
(
3
逼
）
7)
「地
蔵
歎
偶
」
鏡
池
山
本
明
院
光
禅
寺
本
尊
毎
月
24
日
約
10
人
。
檀
家
、
近
所
に
住
光
禅
寺
便
り
、
本
堂
の
二
階
な
い
な
い
参
加
者
全
員
と
住
天
台
宗
（
変
更
可
能
）
ん
で
い
る
人
も
い
る
が
、
一
寺
院
の
案
内
職
が
お
茶
会
を
す
仙
台
市
青
葉
区
上
回
、
二
回
だ
け
参
加
す
る
人
板
、『
シ
ル
る
杉
4
-
4
-
5
が
多
い
。
バ
ー
ネ
ッ
ト
』
本
尊
·
千
鉢
地
蔵
尊
高
齢
者
が
多
い
、
女
性
と
男
性
両
方
参
加
す
る
。
The role of Jizo-ko in Buddhist temples 
- The example of 4 temples in Sendai -
Aliise Donnere 
The term ko can be applied to a variety of Japanese communities, including rural 
gatherings, dedicated to local or buddhist gods, religious meetings, temple annual 
events and traditional mutual assistance associations. The term Jizo-ko is usually 
applied to a rural community supporting a small shrine dedicated to bodhisattva 
Jizo or making regular pilgrimages to sacred places, associated with Jizo, like 
mount Osorezan. Usually it is a Nyonin-ko - all women community. Such 
communities fulfill not only religious, but social functions as well. For it's 
members, Jizo-ko becomes a place of free communication and relaxation after hard 
work. 
At the same time, some temples hold regular meetings (monthly or yearly) called 
Jizo-ko, that differ from the usual concept of Jizo-ko as a self-maintained 
community. Though it usually still provides a communication space for it's 
participants, it's rituals and overall character are being set by the priest. 
The author of this paper is determined to show the role of Jizo-ko from the 
priest's side through analyzing their choice of sutras, themes of sermons and the 
overall course of Jizo-ko, as well as interviewing the priests about their views on 
Jizo-ko. The 4 chosen examples include 3 traditional Jizo-ko and a meeting for 
carving thousand Jizo statues - Sentai Jizo wo horu kai - an event that evolved from 
traditional Jizo-ko by providing more time for free talk at the expense of the ritual 
side. 
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